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Ⅰ 自然と人口

》》 面 積
平成１７年１０月１日現在の総面積は３，７９７．３０�で全国第３９位、人口密度は

１�当たり１，８５７．７人で全国第４位でした。可住地面積割合は６７．６％で全
国第２位でした。 （関連ページ ４～５）

》》 気 象
平成１８年の熊谷地方気象台観測の年平均気温は、１５．３℃で平年値より０．７

℃高く、全国第２７位でした。快晴日数は４０日で前年より１９日減少し、全国
第２位でした。
また、平成１９年８月１６日には、熊谷でこれまでの国内最高気温を更新す

る４０．９℃が観測されました。 （関連ページ ６～７）

》》 人口・年齢
平成１７年１０月１日現在の人口は７，０５４，２４３人で前回調査（平成１２年）に引

き続き全国第５位でした。
人口を年齢別に見ると、生産年齢人口（１５歳～６４歳）が全体の６９．４％を占

め、この割合は全国第１位でした。
また、平均年齢は４１．８歳で、前回調査より２．２歳上昇し全国で４番目に

若い県でした。

都道府県別生命表による平成１７年の平均寿命は、男性が７９．０５年で全国
第１５位、女性が８５．２９年で全国第４２位でした。男女の平均寿命の差は全国
では６．９５年となっていますが、本県は６．２４年で、男女差が全国一小さい県
でした。 （関連ページ １０～１５）

Ⅱ 健康と福祉

》》 医療体制・医療保険
平成１８年１０月１日現在の病院数は３５９施設で全国第５位、病床数は６２，７５１

床で全国第８位、医師数は平成１８年１２月３１日現在１０，０１６人で全国第８位で
した。
また、平成１７年度の１人当たり国民医療費は２１万４千円で、全国第４７位

と最も少なくなっています。
平成１７年の人口１０万人当たり受療率は、入院が７７１で全国第４５位、外来

は４，７０９で全国第４４位と、全国でも患者数の割合が少ない県です。
（関連ページ ３２～３５）

》》 こども
平成１８年３月１日現在の保育所数は８１３施設で全国第８位、平成１９年４

月１日現在の保育所入所待機児童数は１，２１７人で２年連続減少し、全国第
５位でした。
また、地域の子育て支援のために国や県から補助を受けて各市町村で設

置している子育て支援拠点数は、平成１８年度現在２０８か所で全国第４位で
した。
また、放課後児童クラブ数は、平成１９年５月１日現在８３４か所で全国第

３位でした。 （関連ページ ３８～３９）

》》 たすけあい
平成１８年１２月３１日現在の自主防犯ボランティア団体数は３，７７３で全国第

１位でした。
また、平成１９年９月３０日現在の特定非営利活動促進法に基づく認証法人

数は１，１１６で全国第７位でした。 （関連ページ ４８～４９）

統計からみた埼玉県のすがた２００７概要

人口と人口増加率（各年１０月１日） ※昭和２０年は１１月１日

資料：「国勢調査」総務省統計局
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Ⅲ 学 校

平成１９年５月１日現在の国・公・私立の学校数は、小学校８３０校で全国第
８位、中学校４５１校で全国第５位、高等学校２０８校で全国第７位でした。児童
・生徒数は、小学校４００，２５０人で全国第５位、中学校１９７，３２１人で全国第５位、
高等学校１７１，１８５人で全国第５位でした。
教員１人当たりの児童・生徒数は、小学校は２０．４人で全国第１位、中学校

は１６．８人で全国第２位、高等学校は１５．３人で全国第４位でした。
（関連ページ ５２～５７）

Ⅳ くらしと生活環境

》》 生活時間
平成１８年の１日の生活時間は、１次活動時間は１０時間３５分、２次活動時

間は７時間１６分、３次活動時間は６時間９分でした。２次活動時間のうち
通勤・通学時間は、前回調査（平成１３年）と同じ４２分で全国第２位でした。

（関連ページ ７４～７５）

》》 余 暇
平成１６年１１月１日から平成１７年１０月３１日までの１年間のフィットネスク

ラブの１か月平均利用者数は、１３，２９８人で全国第２位でした。また、スポ
ーツの種類別行動者率は、「サッカー」が７．６％で山梨県（８．２％）に次いで全
国第２位でした。趣味・娯楽の種類別行動者率は、「映画鑑賞」が４１．１％で
全国第５位でした。 （関連ページ ７６～７７）

》》 ごみ・公害
平成１７年度の一般廃棄物のうち、ごみの総排出量は２５６万７千 tで、前

年度より３万７千 t増加しました。また、１人１日当たりのごみ排出量は
１，００３gで、前年度より１３g増加しました。ごみのリサイクル率は着実に増
加し、平成１７年度は２３．８％と前年度より０．６ポイント増加し、全国第８位
でした。 （関連ページ ８６～８７）

Ⅴ 仕事と産業

》》 労働力
平成１７年１０月１日現在の労働力人口は、３，７２０，８２３人で前回調査（平成１２

年）より１８，５５９人増加し、全国第５位でした。労働力人口のうち就業者総
数は、３，５０９，１８９人で前回調査より１９，１８７人減少し、全国第５位でした。
また、従業上の地位別就業者数のうち雇用者（「役員」を含む）は、

３，０７８，３９１人で就業者総数の８７．７％を占め、全国第２位でした。
（関連ページ １０２～１０３）

》》 事業所
平成１８年１０月１日現在の民営事業所数は、２４８，３１０事業所で全国第５位、

従業者数は、２，３８８，７７４人で全国第５位でした。
また、前回簡易調査（平成１６年６月１日現在）からの増加率は、事業所数

は４．１％増加し全国第２位、従業者数は６．４％増加し全国第２位でした。
（関連ページ １１０～１１１）

児童・生徒１人当たりの教育費

産業別就業者（各年１０月１日）

資料：「地方教育費調査報告書」文部科学省

資料：「国勢調査」総務省統計局
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